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機 題 疵晨0“

定
期
総
会
は
４
日
博
日
に
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏

ま
え
、
３
日
２８
日
の
理
事
会
で
決
定

し
ま
す

令
和
２
年
度
決
算
報
告
　
　
　
　
　
　
　
一
令
和
３
年
度
予
算

（案
）

第
１
自
治
会
館
の
エ
ア
コ
ン
お
よ
び
Ｌ

一　

老
朽
化
が
進
む
会
館
の
補
修
等
に
備
え

Ｅ
Ｄ
照
明

へ
の
更
新
費
用
に
会
館
補
修
引

一
て
、
会
館
補
修
引
当
金

へ
の
積
立
を
予
算

暉に　佑鋼拒押副劃曇̈」Ｔ‐‐‐‐‐‐ドド‐‐‐‐‐〕一事コ当時〕̈砕“囀一一義峰螂̈』義一一̈』一一備マた」υ劉用二い抑ノレ艤硼郷けれ

は
、
新
型

コ
ロ

一
な
る
見
込
み
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
算
化
し
ま
し
た
。

待
い
、
２
度
の

一
令
和
３
年
度
事
業
計
画
（案
）　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局
》

れ
た
こ
と
な
ど

一
　

会
員
の
皆
さ
ま
誰
も
が

「安
全
に
、
安

一

午
と
な
り
ま
し

一
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
街

・

一
ン
ハ
イ
ツ
」
の
実
現
に
向
け
、
倖

一
福
祉
、
防
犯

・
防
災
な
ど
身
近
か

の
精
神
の
も

一
少
子

・
高
齢
化
に
対
応
で
き
る
諜

断
者
が
倒
れ
た

一
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

「助
け
合

部
署
と
連
携
で

一
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
引
去

一
動
し
ま
す
。

馴
を
通
じ
て
自

一

【取
組
み
方
針

・
検
討
課
題
】

一
１
、

つ
な
が
り
を
た
い
せ

つ
に

よ
で
暮
ら
し
よ

一
　

（ご
近
所
の
見
守
り
、
声
か
け

緑
台

・
陽
明

一
　

合
い
活
動
」
の
実
践
）

（、
グ
リ
ー

ン

一
２
、
自
治
会
加
入
の
促
進

（会
と
連
携

の

一

（地
域
環
境
を
守
る
た
め
に
住

題̈
を
協
議

・
一　
　
一
人
の
結
集
）

一、
多
目
的

ひ

一
３
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
よ
い
街
づ

一、
感
染
防
止

一
　

（高
齢
化
が
進
む
我
が
ま
ち
の
訥

ま
し
た
。　
　
　
一
　

交
通
の
利
便
性

。
お
出
か
け
支

）
の
啓
発
活
動

一
　

来
像
を
見
据
え
た
移
動
手
段
の
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令和 3年地域の犯罪発生状況

1月
1～ 1月

今 年 昨 年

空き巣 0 0 0

忍び込み 0 0 0

交通事故

(人身 )

2 2 2

物損事故 3 3 5

不
審
電
話
発
生

２
月
中
旬
、
川
西
市
内

で

「警
察
官
」
を
踊
る
不
審
電
話

が
連
続
発
生
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
高
齢
者
宅
に

「詐
欺
グ
ル
ー

プ
を
逮
捕
し
た
ら
、
あ
な
た
の

キ
ヤ
ツ
シ

ュ
カ
ー
ド
が
出
て
き

ま
し
た
。
」

「
２
人
の
男
が
、

あ
な
た
の
キ
ャ
ツ
シ

ュ
カ
ー
ド

を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
」
な
ど

と
言

つ
た
も
の
で
す
。
主
に
高

齢
者
が
狙
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り
合
い

に
高
齢
者
が
お
ら
れ
る
方
は
、

「キ
ヤ
ツ
シ

ュ
カ
ー
ド
は
渡
さ

な
い
」

「暗
証
番
号
は
教
え
な

い
」
な
ど
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
注
意
の
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

菫
驀
・

自
治
会
献
血
の
お
知
ら
せ

讚

Ъ

時

議

料

腱

時

（午
前

１１
時
４５
分
～
１３
時
ま
で

受
付
は
中
止
）

場
所
　
第
２
自
治
会
館

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
て
実
施
し
ま
す
。

献
血
は
健
康
チ

エ
ッ
ク
に
も
役

立
ち
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
防
犯
委
員
会

春
の
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
（火
）
～
１５
日
（本
）

交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日

４
月
１０
日
（土
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「や
さ
し
さ
と
　
笑
顔
で
走
る

兵
庫
の
道
」

◎
重
点
実
施
事
項

①
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

識
の
向
上

③赫断畔碑知釧畔蛯識
《締Ψ 環

境
衛
生
委
員
会

犬
の
登
録
と
狂
大
病
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

犬

の
所
有
者
は
、
狂
大
病
予

防
法
に
基
づ
き
、
大
を
取
得
し

た
日
（生
後
９０
日
以
内

の
大
を

取
得
し
た
場
合
は
、
生
後
９０
日

を
経
過
し
た
日
）
か
ら

３０
日
以

内
に
必
ず
登
録
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
は
、
市
役

所
３
階
環
境
衛
生
課

（衛
生
業

務
）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

生
後
９‐
日
以
上
の
大
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
年
１

回
狂
大
病
予
防
接
種
を
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。
市
内

の
動
物

病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
予
防
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
注
射
を
受
け
た
証
明
書

を
持
参
し
、
市
役
所
３
階
環
境

衛
生
課
（衛
生
業
務
）
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

例
年
公
園
等
で
開
催
し
て
い

ま
す

「集
団
注
射
」
は
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ジ

ェ
ン
ト
ル

・
ワ
ン

「愛
犬
と
楽
し
く
暮
ら
そ
う
」

日
時
　
４
月
２５
日
（日
）
１３
時
半

場
所
　
第
１
自
治
会
館

犬
を
飼

っ
て
い
る
皆
さ
ん

ヘ

最
近
、
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
内

の
公
園
に
て
ノ
ー
リ
ー
ド
で
散

歩
や
遊
ば
せ
て
い
る
と
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
大

の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰

っ
て
く

だ
さ
い
。

自
治
会
登
録
サ
ー
ク
ル

新
規
登
録

口
登
録
更
新

登
録
更
新
を
し
て
い
な
い
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
更
新

・
新

規
登
録
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル

は
至
急
登
録
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

新
規
登
録
サ
ー
ク
ル
に

つ
き

ま
し
て
は
、
後
日
詳
細
を
ご
連

絡
し
ま
す
。
　

　

《
事
務
局
》

入
園

・
入
学
式

日
程
予
定

緑
台
幼
稚
園
　
４
月
９
日
（金
）

平
野
幼
稚
園
　
４
月
１０
日
（土
）

向
陽
台
あ
す
の
こ
ど
も
園

４
月
１
日
（水
）

緑
台
小
学
校
　
４
月
８
日
（本
）

陽
明
小
学
校
　
４
月
８
日
（本
）

緑
台
中
学
校
　
４
月
９
日
（金
）

多
田
中
学
校
　
４
月
９
日
（金
）

川
西
緑
台
高
等
学
校

４
月
８
日
（本
）

《
事
務
局
》

行
政
機
関
を
か
た
っ
た

な
り
す
ま
し
に
ご
注
意

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
す
。

日
程
は
未
定
で
す
が
、
市
か

ら

「接
種
券
」

「接
種
の
お
知

ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

詐
欺
事
例

。

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
が
接
種
で
き
る
。
後
日
全

額
返
金
す
る
の
で
。
お
金
を

振
り
込
む
よ
う
に
」
と
保
健

所
を
名
乗
る
電
話
が
あ
っ
た
。

・
高
齢
者
宅
に

「
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
」
と
個
人
情
報
を
聞
き
出

す
不
審
な
電
話
が
あ

っ
た
。

電
話
、
メ
ー
ル
で
個
人
情
報

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
事
務
局
》

「お
出
か
け
支
援
」

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
運
転
手
募
集

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方

（女
性
可
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

☆
使
用
車
　
日
産
セ
レ
ナ

☆
日
時

月
～
木
曜
日
　
午
前

金
曜
日
　
午
前

・
午
後

問
合
せ
　
第
１
自
治
会
館

【
お
出
か
け
支
援

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
】

「
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地
域
内

の
移
動

に
関
す
る

ア

ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

川
西
市
は
公
共
交
通
の
見
直

し
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
内

大
型
団
地
に
て
オ
ン
デ

マ
ン
ド

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
る
実
証
運
行

を
計
画
中
で
す
が
、
当
地
域
で

は
現
在

の
移
動
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
多
く
の
皆
様
の

ご
意
見
を
受
け
止
め
、
地
域
独

自
の
交
通
体
型
の
検
討
を
始
め

て
参
り
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は

現
状
把
握
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー

卜
を
実
施

し
士

す

の
で
、

お
エ

数

で
は
ご
ざ

い

ま
す
が
ご
協
＋

を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
二
人
以
上

の
世
帯
で
は
二
人
を
限
定
し
て

ご
回
答
願
い
ま
す
。

締
め
切
り
　
３
月
２４
日

班
の
幹
事
さ
ん
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

【緑
台

・
陽
明

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

地
域
交
通
検
討
準
備
委
員
会
】

水
明
台

エ
ド

ヒ
ガ

ン
の
森

公
開
し
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
水
明

台

エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
森
は
今
年
も

開
花

の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の
外
周
路
か

ら
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
森

の
入
り
口
を
オ
ー
プ

ン

し
、
満
開
の
サ
ク
ラ
と
お
い
し

い
空
気
を
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。
時
節
柄
、

お
互
い
に
節
度
を
保

っ
て
春
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

（緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ

れ
た
と
き
は
中
止
し
ま
す
）

日
時
　
３
月
２８
日
（日
）
～

４
月
４
日
（日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
　
水
明
台
１
丁
ロ
バ
ス
停

南

へ
ｌ
ｏ
ｏ

ｍ

入
場
す
る
際
の
約
束
ご
と

①
事
前
に
体
温
を
測
り
、
体
調

の
良
く
な
い
と
き
は
入
場
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
入
場
～
退
場
の
間
、
必
ず

マ

ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
家
族
、
も
し
く
は
少
人
数

（
５
名
ま
で
）
で
来
場
し
、
大

声
で
の
談
笑
は
お
控
え
く
だ

さ
い
。

④
軽
食
、
水
筒
の
持
込
み
は
ＯＫ
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

な
お
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
の
で
自
家
用
車
で
の
来
場

は
固
く
お
断
わ
り
し
ま
す
。

【渓
の
サ
ク
ラ
を
守
る
会
】

ヨ

三ヽ
二
テ
ィ
サ
ロ
ン

「よ
り
み
ち
」
よ
り
お
知
ら
せ

お
昼
の
営
業
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
、
お
友
達
の
少

人
数
で
の
お
食
事
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
夜
は
予
約
の
み
対
応

し
て
い
ま
す
。

０
８
０
１
２
４
６
５
１
０
８
４
５

【緑
台

‘
陽
明

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
】

「感
謝
」

２
月
３
日
昼
、
水
明
台
、
山

茶
花
公
園
西
側
道
路
で
、
気
を

失

っ
て
？
倒
れ

「三
木
眼
科
」

へ
と
口
走
る
老
婆
を
、
見
ず
知

ら
ず
の
男
性
が
車
で
送

っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
三
木
先
生
の

ご
配
慮
が
Ｃ
Ｔ
検
査
に
繋
が
り

「異
常
な
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

車
の
男
性
に
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
　

　

水
明
台
　
Ｋ

昭和46年に児童数急増により多田小学校より

分離 し、この多田グリーンハイツの地に新設 さ

れました。当時の児童数は 533名 でしたが、

現在は約 300名 となつています。児童数は減

少 しましたが、高台から一望する景色の素晴 ら

しさは不変です。抜群の教育環境の中で 「みど

りつこ」は、仲間と切磋琢磨 しながら学習に遊

びに励んでいます。豊かな人格形成の基盤 とな

る貴重な小学校時代を、仲間とともに存分に謳

歌しています。

これはひとえに創立以来、幾多の困難を乗 り

越えて本校教育の発展にご尽力いただきました

歴代の校長先生をはじめ教職員の方々、保護者、

市域の皆様等、多くの方々のご理解ご支援があっ

てこそと心より感謝申し上げます。また、今年

度は新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点

から行事の体止が相次ぎましたが、保護者や地

域の皆様のご協力のもと、創立 50周年記念事

業も何 とか新 しい形で実施することができまし

た。多くの皆様のお力添えで創造されてきた本

校の立派な伝統を大切にし、私たち教職員は今

後も保護者や地域と連携 しながら、次世代を担

う「みどりつこ」を心豊かに、たくましく育む

ために邁進 してまい ります。変わらずご支援 ご

協力を賜 りますようお願い申し上げまして、ご

挨拶 と致 します。 (創立 50周年 リーフレット

より転載) 緑台小学校 校長 福田 史江

″多Z多多多 Z多蝙 %錮笏 多%多%%〃多彩多
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随想

こ
の
川
西
市

は
谷
間

沿

い
に
発
展
し
た
、
珍

し
い
地
形

の
都
市

で
あ

る
と
聞

い
た

こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
市
内

の
多
く

の
場
所
か
ら
山
が
望
め
る
、

豊
か
な
環
境
を
作

つ
て
い
ま

す
。山

は
四
季
折

々
に
、

い
ろ

ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
が
、
春
に
は
山
桜
を
始
め
、

冬

の
寒
さ
を
耐
え
抜

い
た
花

木
が
、　
一
斉
に
咲
き
乱
れ
ま

す
。日

本
に
は
、

こ
の
状
態
を

称
し
て
、

「山
が
笑
う
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
き

つ
と

人
々
に
は
、
山
々
も
春
を
迎
え

て
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た

の
で
し
よ
う
ね
。
そ

の
頃
に
は
、

ノ
ル
デ
イ
ツ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

専
用
ポ
ー
ル
を
使

っ
て
陽
明

日
時
　
４
月
１７
日
（土
）

９
時
３０
分
（雨
天
中
止
）

受
付
　
陽
明
小
学
校
　
校
庭

※
専
用
ポ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

小
学
校

か
ら
グ
リ
ー

ン

ハ
イ
ツ
の
外
周
胡

い
麒
蒻
黎

路
を
歩
き
ま
す
。

尤
醐
爾
ポ
一靱又
黎
剰
魃
一≫

道
　
麗

と
こ
ろ
で
、
も
う

一
つ

「膝
峰
陽
叩
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
７
　
　
一　
い
盤

理ヽ
な
く
続
け
る
事
を
願
っ

ζ
，
ｇ
≧
～
ζ
油
蠅
ど
”

ζ
盪
鰍
淵
ガ
』
　
陽
明
小
学
校
体
育
館
　
　
　
　
　
一　
　
　
第

【
制
喘

・ 会
琳

・
３
（金
）

、

山

一　
　
②
毎
月

問
合
せ
　
則
久
　
　
　
　
　
　
　
・
連
絡
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

饉
ん
で
ネ
碑

の
意
を
象
ｔ
本
す

二
月
晨

０
陽
●
３
　
ね
口
　
立
¨
子
穏

ｇ
　
十
お
　
″
一
仁
派

３
　
藤
ネ
　
信
子
蒸

ホ
頭
台
ノ
　
わ
ネ
　
守
　
繰

渡

た
　

一
　

祥

陽
明
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は

一
て

「か
な
」
か
ら
漢
字
ま
で
を
お

小
学
生

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

一
稽
古
し
て
い
ま
す
。

で
、
創
立
４０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

一
日
時
　
毎
月
第
１
（火
）

り
ま
す
。
現
在
も
陽
明
小
、
緑
台

一　
　
　
１３
時
～
１５
時

小
、
多
田
小
、
清
和
台
南
小
、
清

一
場
所
　
第
２
自
治
会
館

和
台
小
、
東
谷
小
、
北
稜
小
の
１

．
会
費
　
１
，
０
０
０
円

年
生
～
６
年
生

の
男
女
２０
数
名
が

収

の
収
益
金
に
よ
り
、
図
書
、

夢
を
か
な
え
る
た
め
、
日
々
頑
張

つ

鉄
棒
、

シ
ー
ソ
ー
を
購
入
さ
せ

て
い
ま
す
。
色

々
な
小
学
校
か
ら

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

集
ま

っ
て
い
る
の
で
他
校

の
友
達

も
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
よ
―
　
　
　
一
ぃ
文
字
を
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と

４
年
生
以
下
の
男
子
、
女
子
の

一
を
覚
え
、
毛
筆
で
は
筆
使
い
を
中

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味

の
あ
る
方

一
心
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

は

一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
　

一
日
時

・
場
所

一　　①晦朝鮮‐８．時．２・３（火）ヽ
多％多「罰ψＷＷ彬判〕〕翁

☆
練
習
日
　
火

。
水

・
土

。
日

☆
練
習
場
所

新聞紙・古紙・古布・ダンボール

緑台5・ 6・ 7向陽台3水 明台全域 5・ 19日

緑台 1・ 2・ 3・ 4向 陽台1,2 12・ 26日

陽明小校区 陽明子ども会 12日

陽明小校区 陽明PttA 26日

向陽台マンション 6・ 20日

アルミ缶・牛乳パック 3・ 17日


